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※要旨のみ掲載していますので、詳細は市ホームページでご確認いただくか、議会事務局までお問い合わせください。1０４６（２５２）８８７２

議会では6月定例会で、次の意見書を可決し、
直ちに関係機関に提出しました。
議会では 6 月定例会で、次の意見書を可決し 、
直ちに関係機関に提出しました。意見書意見書（要旨（要旨））
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米軍関係者による犯罪の
再発防止を求める意見書

　政府は、日米地位協定について、目に見える改善を着実に具体化

しつつ、改定も含め、日米地位協定のあるべき姿を不断に追求して

いくとともに、あらゆる手段を講じ、米軍関係者による犯罪の再発

防止に向け、実効性ある再発防止策を早急に講じるよう強く求める。

【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、外務大臣、防衛大臣

次期介護保険制度改正における福祉用具、
住宅改修の見直しに関する意見書

　政府においては、次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅

改修の見直しについて、高齢者の自立を支援し、介護の重度化を防

ぐといった介護保険の理念に沿って介護が必要な方の生活を支える

観点から検討を行うことを強く求める。

【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣

子宮頸がんワクチン事業の一時中止を求め、
早急な調査の開始を求める意見書

　座間市民の健康を守るために、次のことについて国に要望する。

１　被害をこれ以上拡大させないためには、子供たちへの子宮頸が

んワクチン接種に対しては、事業に一時中止を含む接種事業の抜

本的な見直しを求める。

２　既に子宮頸がんワクチンを接種した対象者に対する健康被害状

況の追跡調査を速やかに実施し、重篤な健康被害者の早期発見と

救済体制をとることを求める。

【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣

政治資金規正法の抜本的改定を求める意見書
　政治資金規正法について、政治団体の解散後の政治資金の処分規

定など、政治資金規正法を抜本的に改定するよう国に対して強く要

望する。

【提出先】内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、法務大臣

待機児童解消に向けて
緊急的な対応を求める意見書

　政府においては、必要な予算の確保も含め、早急に待機児童の解

消を図るため、以下の事項について取り組むことを強く求める。

１　待機児童解消のため、企業主導型保育を強力に推進するととも

に「待機児童解消加速化プラン」を着実に実施すること。また、

子ども・子育て支援新制度を利用者目線で総点検し、実態に応じ

た公定価格の実現を図ること。

２　多様な保育ニーズと保育施設とのマッチングを行う「保育コン

シェルジュ」について、利用者の視点に立った機能強化を推進す

ること。

３　都市部における施設整備の用地確保を図るため、定期借地制度

や公務員住宅、国立大学法人等の空きスペースの活用など、公有

地等を活用した保育所等の整備に取り組むこと。

４　保育士の賃金引き上げやキャリアアップ支援など、保育士のさ

らなる処遇改善を検討すること。また、短時間正社員制度の推進

や育児休業取得の推進など、保育士が働きやすい環境整備にも取

り組むこと。

【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣、内閣府特命担

　　　　　当大臣（少子化対策・男女共同参画）

義務教育に係る国による財源確保と、
３５人以下学級の着実な実施・進行を図り、
教育の機会均等と水準の維持・向上並びに
行き届いた教育の保障を求める意見書

　２０１７年度政府予算編成において、教育の機会均等と水準の維持・

向上並びに行き届いた教育を実現するため、国に対して次の事項を

求める。

１　教育の機会均等、水準の維持・向上、無償制の維持に不可欠な

義務教育費国庫負担制度を存続・拡充させること。また、学校事

務職員・学校栄養職員をその対象から外さないこと。さらに、義

務教育教科書無償制度を継続すること。

２　行き届いた教育を実現するために、学級編制標準の見直しや教

職員の定数改善、３５人以下学級の着実な実施・進行など、教育環

境を整備するための予算を確保・拡充すること。

【提出先】内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣

神奈川県最低賃金改定等を求める意見書
　２０１６年度の神奈川県最低賃金の諮問・改定に関して、国に対して

次の事項を求める。

１　経済の好循環の実現のため、早期に神奈川県最低賃金の諮問・

改定を行うこと。

２　最低賃金引き上げに伴う中小企業・小規模事業者への支援を強

化すること。

　（ １ ） 国として実施している各施策における神奈川県での活用実績 

　等、取り組み成果の見える化を図り、実効性を高めること。

　（ ２ ） 公正な取引関係の確立に向け、為替変動・資材高騰・物価上 

　昇などに伴うコスト増や消費税の価格転嫁を阻害する行為への 

　適切な指導、監視体制の強化を図ること。

【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣、神奈川労働局長


